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日記による自己表現のためのフランス語学習Ⅲ’
小松祐子
1．日記学習について
1.1.言賠の学習と間文化性
日本人のフランスiMi学習者にとって、}]常/kiiliで学11M詩語を使用する機会は
きわめて限られ、受信JMの学習に陥Ｉ)やすいという1111題がある。教育や学習の
目標にはしばしば、新たな文化の発見や理解、iiiMfについての知識を深めるこ
とが掲げられ、紋養とk義が根強く見受けられる。また'1本の大学におけるフラ
ンス語教育では今Ｕでもいわゆる「文法択銃救援法」による授業が多く行われ
ているという突愉もある。このような敬frの愈炎をin;定することはできない
が、正irHlFjtWについてはさらなる意味を翅めることができるだろう。
フランス船を学ぶということは、新たな炎現手段をI:Iらに与えることであ
る。EliMiとは腿なる百語で自己を表現することは確かに容易なことではない
が、それゆえ進成したときの喜びは大きい。こうして喪現される自己は、以iiiI
と異なったものとなる。なぜならこのとき学刊瀞は１１１１文化的鍛錬を経て':l己変
革を経験するのだから。欧州言語共通参11K枠でも次のように述べられている。
｢司譜学習者は似前iWi使用者（plurilinguc）となり､1Ⅲ文化性（interculIuralite）
を伸ばすのである。それぞれの言諦や文化の能ﾉ｣は、他の言語の知識によって
変化を受け、’111文化に対する認識、技能、ノウ・ハウを習1\する上での助けと
なる（ＣECR.ｐ43)｡」ここに述べられていることは欧州という文脈に限られた
ことではない。「また、それらの能力によって、1111人個人が豊かで、よ')複合
的な個性を身につけ、その言語学習能力もよ')強化され、新しい文化を体験で
きるようになる（jlW.)｡」と欧州言禰共j､参11(（枠は続けている。言語を学ぶこ
とはこのように111かな'Ⅲ文化性をはぐくむ体験であるとTziえる。
Ｈ紀学１Wはこのような問文化的な学ＪＷのための助けになるのではないだろう
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か゜自己について内省し、新たな言語で自己を表現しようとすることによっ
て、自らの言語や文化を発兄し、対象詩語や文化との隔たりを知り、それを乗
り越えようとするからである。
L2．日記と自己表現
大学における授業での書く練習は、仏作文という形式をとる場合が多い。こ
れは文法などの基礎的な言語要素の習得のためにはきわめて有効な学習方法で
あるが、対象言語で自分の言いたいことを表現するための練習としては不十分
であると思われる。その理１１１として、課題数が少ないこと、自由な発話への応
用に欠けること、さらに学習者に|日本語からの逐語訳の習慣を与えてしまう恐
れがあることなどが挙げられる。一方、日記による学習は対象言語で直接に表
現する訓練となる。ｌｉ１らの諜きたい内容を分析し、授業で習った基礎構文や時
制、感想表現などを使用する練習となる。また授業外学習を促進し、学習時１１１１
の不足を補う効果も得られる。さらに、辞書や参考杏をⅢいることで、日常生
活や自らの考えを述べるための多くの単語や表現を習得することができるだろ
う。
このような書く練習は実際、欧州共通参照枠で杏<産出行為のＡ２レベルの
指標として示された内容と一致している（CECRp52)。：
書く産出活動（香くこと）創作Ａ２
－自分の周りにある日々の諸側面、例えば、人物、場所、イ{:事や学習体験
などについて、文を連ねて背くことができる。
－出来事、過去の活動、個人的な経験の描写を短い文で書くことができ
る。
－家族、生活環境、学業、現在または岐近の仕引Ｉについて、簡単な句や文
を連ねて書くことができる。
これらは|F1常生活の記述であり、議論の展開を伴わない、簡単なコメントや
感想を加えたものとなる。ところで、このような文章は今日インターネット上
のプログにふんだんに見られるものである。プログがインターネットーヒに公開
されているという点に違いはあるが、プログの内容は日記ときわめて類似した
性格を持つ場合が多い。プログや、さらに短い形式であるツイッターが若者の
間に人気を博していることは、彼らが日常生活や自己を語ることに高い意欲を
持つことを示している。言語学習にあたり、このような若者の文化を活かすこ
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とができるだろう。外国語を学習する際に何よりの喜びとなるのは、自分の言
いたいことを表現し、他者に伝えわかってもらうことではないだろうか。日記
学習によってこのための準備を行うことができると考えられるのである。
1.3.言語学習における産出活動（アウトプット）の重要性
第二言語習得の分野では、受容的活動（インプット）だけではバランスのと
れた言語能力の発達にはつながらないことがよく知られている。インプットの
重要性は、クラッシェンの理論などで認められるところであるが、インプット
に加え、アウトプットの重要性が指摘され、アウトプットの反復が必要である
とされている。これについて、聾唖者の両親のもとに生まれた健常児の例がし
ばしば挙げられる。これらの子供は日常生活でテレビなどを通じて言語的イン
プットに不足はないが、話す機会が限られている。彼らは母語の理解能力には
十分な発達が見られるが、発話に困難を持つ場合が多い。発話能力を発達させ
るためには、「アウトプットの必然性」が必要であるとされている(2)。
白井恭弘は「外国語学習の科学一第二言語習得論とは何か』という著書のな
かで、「毎Ｈ少しずつ英語で書く日記の実践が、英語学習においてきわめて効
果的である」と述べている。このような知見を踏まえ、英語教育分野では数年
前より日記による学習に関心が高まっている。日記を書くことが英語の宿題と
して謀されることも少なくないようである。また学校教育にとどまらず、独学
で英語を学習する成人学習者のあいだでも、英語力向上のために日記を普く学
習法が人気を博している。こうして英語で日記を響くための参考書やガイド
ブックが近年相次いで出版されており、日本でのこの種の杏籍の出版数は二十
点以上にのぼる。
２．フランス語教育における日記学習の実践
2.1．日記学習のこころみ：概要
以上を踏まえ、日記学習についての経験的知見を得るため、2009年の夏休
み期間に、有志の学生を対象にフランス語の日記学習を実践してもらった。彼
らには授業成績には影響しないことを告げてあった。
３大学の２年生または３年生のフランス語クラス、３クラスの学生合計７４名
を対象に呼びかけを行った。事前に彼らの意識調査のための簡単なアンケート
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を実施した。その結果､フランス詔のロ記学習に関心を持つ者が45％（３３名)、
自分もやってみたいと思う者が21％（１６名）にのぼった。
これらの学生のうち、実際に叉休みにフランス語で日記を書いてくれたのは
１０名だった。日記学習をはじめるにあたり、自作の２点の資料を彼らに提供
した。１点は「効果的に日記を杏<ためのアドバイスとコツ」を示した４ペー
ジの文諜である。日記の例や、フランス語の構文の基礎、辞普の使い方などを
解説している。もう１点は、日記をコンピュータで普くことが前提となってい
たため、日本のコンピュータでフランス譜文字を入力するための方法を説明し
た資料である。
学生には、毎ロ３－５行の日記を妓低７Ｈ間（連続でなくてもよい）フラン
ス語で書くことを提案した。日記を響く際に生じた疑問や感想を日本語で背き
とめることも指示した。学生は1週間に一度、学習成果を電子メールに添付し
教具へ送る。教貝が添削し、質問に答え、返送する。２か月の実験期間に定期
的に日記を送ってくれた学生は９名であった。
2.2.学生の日記分析
FranGoisMangenotはWoIfY（1991）を引用し、外国語で普く産川活動の際
に生じる問題を、言語的困難、方略的困難、社会文化的困難に分類しているＩ３ｉｏ
以下の分析にもこの分類を使用する。
l）言語的困難
一アクサン記号のつけ忘れや間違いが多く見られた。たとえばmus6eの
代わりに《muse6》、achet6の代わりに《achete》など。これらはおそ
らく手書きではなく、憤れないコンピュータで入力を行ったことが原因
と思われる。
－文法、たとえば冠詞、時ﾙﾘ、性数一致の誤りが見られた。119係詞《qui）
を用いるべきところで《oh》を用いる、《retudedeIafranCais》，《mon
premierejournapなど。学生のフランス語の習熟不足、普段の練習不
足がその原因と考えられる。これらはふだん大学で行う仏作文の際の誤
りとほぼlIilじ頻度、性質のものと思われる。
－櫛文や表現が不適切な例もあった。たとえば《Tauraisvuplusde
paysage（もっと見たかった)》と書いた学生がいたが､これは《Jaurais
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ａｉｍ６＋ｉｎ(initif》を知らなかったためと忠われる。また日本語からの逐
iMiii(と思われる表現もⅡ立った。（Ｕｎａｎｎ,estpasencorepassedepuis
Ied6c6sdemalFrand-mCre（まだ一年経っていない)》という文は、【ｌ
然なフランスiM;では《Cafai（ｍｏｉｎｓｄ，ｕｎａｎｑｕｅｍａｇｒａｎｄ－ｍ６ｒｅｅｓｔ
ｍｏｒｌｅ》となる。適切なＮＩＩ文や表現をH1いれば、よ')わかりやすい日記
となると思われる例が多くjとられた。
2）方略的困難
一二１１岨がlIi鋼であることが繋げられる。「～へ行った」（Aujourd,huije
suisauG(e)…》にはじまるＨ１征が多く見られた。母語での場合よりも扱
う=kHLlの多械性に欠けるlWiliⅢが指摘できる。これは言語要素の習得が不
十分であることに力Ⅱえ、〃略的な１１１１題として指摘できるだろう。
－不'1然な文章鵬１Ｍも指摘できる。同様に言語宵得の未熟さに起[xIするも
のと似われる。例：いujourd，hui､ｎｏｕｓｓｏｍｍｅｓａＩＩ６ｅｓｉｕｎｍｕｓ６ｅｄｅｓ
ｂｏｉtｅｓｉｉｍｕｓｉｑｕｅｌｌｙａｖａｉｔｂｅａｕｃｏｕｐｄｅｓｂｏｒｔｅｓａｍｕｓｉｑｕｅ
ｉｎｔCressan【es､MaisJ，ai6temaladeDoncjen,aipaspuvisiter.〉
－tiい換えのｲﾐ足もこのIHI題の一つとして挙げられるだろう。ふだん趾諦
で考えていることを外国iMiで表現するためには、言い換え、つまりいっ
たん内容を分解し、持てる7TiWi衙源にあわせて組み立て直す必要がある
が、これは存助な作業ではない。
3）社会文化的困難
一Ⅱ本の風俗や刊仙をあらわすiiIi難の不備が兄られた゜「|本独特の事物や
WIIIlをフランスilllで述べる際には、辞秤でそのままの単語が見つからな
いということがしばしば起こる。学生たちは、たとえばお盆、振袖、ア
ルバイトや多くの食べ物（舷ｆ、ラーメン、ジンギスカン、お好み焼き
など）を衣現することに|Ⅱ雌を悠じたことを感想に記している。これら
のⅡ本の文化的ﾘﾄﾞ象をフランスiMiで衣現する、とりわけ一語で表すこと
はきわめてINiMiであI)、iiILIUl的にならざるを得ない。これはⅡ本での日
常/IiiiWをliliTj:するl]ＩＩＬにおいて避けることのできない課題であI)、Ｒ本
人としてフランス研を学ぶ際にはこれらをiiii潔に説明する練習をするこ
とは大切なことと思われる。
Hosei University Repository
1９
－価値観やメンタリティーの差に111米する困難も脂摘できる。裡数の学1ｋ
が先拙、後錨という語を用いているが、これらはフランス$M;にはない概
念である。また「恥ずかしかった」《Jaieteintimid6》または《j,aieu
honte》という記述がしばしば見られるが、これらもフランス人には稀
な反応であると言えるだろう。このような文化的雄)（を愈鐡し、注意す
ることは外国語学習において人切なことである。
2.3.よりよい日記学習のために
このようなilll題を整理したうえで、今後フランスillfのⅡiid学刊をよ')よく行
うための提案として以下が考えられる。
－まずフランス語で諜<ための基本的な助司を与えることが大切である。
柵文を変える、言い換える、複文を避けlii文をｉｎねるなどのポイントを
提示することにより、日本語からの通ii綱(ではない、よ')I:I然なフラン
スiMiをｐ指すことができるだろう。
－IIii2で減用する日常生活に関する譜梨・衣現をリストにして提供するな
どして、学生の語彙・表現の蓄えを期やすことにも懲役がi凹められるだ
ろう。
－１二I妃文の椒成モデルを示す、たとえば「ﾘ｢件十感想」「lⅡ米１１→ii平細→
コメント」「出来事_原IxI→反衙」のような腱llIIのモデルを捉示するこ
とにより、不自然な文軍腱開を避けることができるだろう。
－「1本で生活しフランス語でＨ記を啓<j紛介に必奨な、Ⅱ本独特の１W慨や
行１１，鞭物などをあらわすためのリソース、参考ilI:Ⅲ'を紹介することも
大きな助けとなるだろう。
2.4.最終アンケートに見る参加者の感想
Ilild学習の実験期間終了後、参加者へ最終アンケートへのllU1杵を依軌し、８
名の1,1杵を得た。きわめて高い満足を示す結采が11｝られた。rIIIIな感想の欄に
は、「､思っていたよりも難しく、時IlUもかか})苦労した」が、「わかっているつ
もI)で文はわかっていなかったことが判明した｣、「１．|分のフランスＩＭＩの蝿点が
わかった｣、「身近な話題を書くことでフランス語が身の|【UII)にある状態を疑似
体験できた｣、「使っているうちに頭の中でつながりができていく」、「難しかっ
たけれど、楽しかった」といった意見が｣しられた。
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2.5.結び
この試みは学習意欲のきわめて高い少数の学生を対象に行ったものであり、
肯定的な結果が得られたのはこのためであると考えられる○しかし、日記学習
については、多数の利点を認めることができるだろう○フランス語学習に日常
性や継続性を与えることができること、日常的な語黎や表現を習得できるこ
と、学習者は日記学習という産出練習を行うことによって、受信型の学習の際
にもより注意深くなることが考えられる｡自分で香こうとして書けなかったこ
とを読み物のなかに見つけるようになるからである。さらにこのような練習は
自分の考えをまとめ深めることに役立ち、よりよい表現やコミュニケーション
につながるだろう。そして何よりも日本語とフランス語のあいだの言語的文化
的な差異を意識することが可能となる。
一方で日記学習の問題点としては、継続に努力が必要である、普く内容や表
現がマンネリ化しがちである、誤りが固定化しやすい、などが考えられる｡個
人で行う場合にはとりわけ注愈を要するだろう。
最後に、以上のようなロ記学習は、その実践を通じて学生の自らの学習に対
する意識を高めることにつながる｡そのため、今ＵますますⅢ要性が指摘され
る自律学習の一環としても有効な学習方法と考えられることを指摘しておきた
い(5)｡
《注》
（１）本稿は以下の倫文の内容に加兼し発展させたものである。Komatsu＆DeImaire
（2010).《Lejournalilutimccolumuemoyend,apprentissalHeenautonomiede
l､expressionenfmnOais》､Ｈ２"ＣＯ"t稗、024,ｐｐ,２６３０
（２）、丼恭弘、「外国語学習の科学一節二言語習得論とは何か｣、岩波書店、2008゜
（３）FranCoisMangcnot.“ｓａＭ“ﾉtIgiric"Cs‘ﾉｾﾞで河/脚潅,ＣＮＤＰ,1996,Paris.ｐ,13.
（４）たとえば以下のような文献が挙げられる。細井芳男・中井珠子、「フランス人がＵ
本人によく聞く１００の質１Ｍ]｣、三修祉、２００８；「ＶｉｅａｕＪａｐｏｎＨ水絵とき事典（生活
綱)｣、「RegardsurleJaponll本絵ときりl典（文化・風俗網）日本交通公社出版な
ど。
（５）Ⅲ記の記述対象を}ごl常生活から自らの外国調学習へと発展させるならば、欧州言
語ポートフォリオで提唱される「学習11諺」に通じる活動となることをあわせて指
摘しておきたい。
(筑波大学人文社会系准教授）
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